
一般社団法人 鹿児島県教職員共助会 創立100周年記念パンフレット 2019年4月号／「たより」臨時増刊

鹿児島県教職員共助会（共助会）は、2020年1月創立百周年を迎えます。
1920年1月、教職員の福利厚生団体として、全国に先駆け、

鹿児島県から200円の設立補助金と会費30銭をもって結成されました。
それから99年間、県内の教職員の皆さまを対象により良い生活を送れるようにいろんな事業を提供してまいりました。

共助会は、教職員の「相互扶助」の組織です。
「相互扶助」（互いに助け合うこと）、最近あまり聞かない言葉になっていますが、

その精神を持つ共助会が百年続いているということに、その重要さが表れているような気がします。
「本県における教育関係者の互助並びにその事業を行うことにより

本県教育の振興を図るとともに学術文化に寄与する」という定款の趣旨をしっかり見定め、
次の百年も事業運営を行ってまいります。
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一般社団法人 鹿児島県教職員共助会／〒892-0816 鹿児島市山下町4番18号 ℡099-226-5953  http：//www.kyojo.jp/

様々な給付。
困ったときに役立つ！

会費（掛金）が
すべてもどってくる

高金利の貯金
低金利の貸付

生活設計ができる

鹿児島県教職員共助会
相 互 扶 助

元気回復活動

会員みなさんの「おもい」が共助会の制度をつくりました！会員みなさんの「おもい」が共助会の制度をつくりました！

正式名称／一般社団法人鹿児島県教職員共助会
会 員 数／19,000人

会 費 額／現職会員　給与の1％
継続会員／一時金100万円

総 資 産／300億円
正味財産／28億円

全国有数の教職員福利厚生団体です
（2018年9月30日現在、概略）

鹿児島県教職員
共助会とは？

だから100年つづいています！

100周年記念イベント事業開催！100周年記念イベント事業開催！ 鹿児島県教職員共助会では100周年イヤーの今年、
たくさんの記念イベントや記念事業を予定しています！

1 公益事業…図書の寄贈
  （県内のへき地離島にあるすべての学校）
2 教育講演会の開催（尾木ママ講演会）
3 地域の文化活動に貢献
4 多様なイベント事業
5 会員への記念品　　etc...

詳細な情報は
中面を

ご覧ください

あなたも「わ」に入って百周年事業に参加しませんか？今がチャンス！！ 共助会への加入は学校の事務室へ

プレイベント「ファミリーコンサート」（南さつま市）



百周年を記念して、2019年度1年間を通して
いろんなイベントを企画しました。
みなさんは、どのイベントに参加しますか。

1 百周年記念講演「尾木直樹氏」講演（宝山ホール）
8月9日金 午後6時開場　午後6時30分開演実施期間

共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法

参加費無料／整理券発行8月5日月応募締切 あり発　券

宝山ホール場　所

会員負担額と補助額

「尾木ママ」の愛称で皆さんご存じの尾木直樹先生を講師に迎え、講演会を
行います。
【プロフィール】
滋賀県生まれ。早稲田大学卒業後、私立海城高校、東京都公立中学校教師として、２２年間子どもを主役とし
た創造的な教育を展開、その後大学教員に転身して２２年、合計４４年間教壇に立つ。フジテレビ「ホンマ
でっか！？TV」、Ｅテレ「ウワサの保護者会」等のテレビ番組に出演

2 映画鑑賞チケット購入補助事業
4月28日日～12月31日火実施期間 12月25日水応募締切共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法

あり発　券 補助額1,000円／残額を会員負担／3回まで利用可会員負担額と補助額

映画鑑賞チケットが使える映画館は、「天文館シネマパラダイス」「マルヤガーデンズシネマ」「鹿屋リナシアター」
「奄美シネマパニック」の4映画館です。申込は1回につき1枚で3回まで申込ができます。
発行枚数は1,000 枚です。

4 体験学習活動 夜行貝アクセサリー作り
5月4日土、5日日、18日土実施期間

4月15日月～24日水応募期間

電話のみの受付（自宅住所・電話番号をお知らせください）申込方法

なし発　券 参加費500円、各開催地区 先着20名会員負担額と補助額

開催日は5月4日互助組合会館（鹿児島地区）、5月5日みそめ館（姶良地区）、5月18日さつま川内市中央公民館（川
薩地区）、申込者には案内を差し上げます。

5 鹿児島ユナイテッドFC ホームゲーム観戦補助事業
5月4日土～11月2日土実施期間

10月31日水応募締切

共助会HP上のユナイテッドFCのバナーから申込み申込方法

あり発　券 観戦料は、共助会負担 ※期間中3回まで利用可会員負担額と補助額

◆1試合に1回の申込で、大人2名子ども3名計5名まで、無料で申込できます。
◆期間中、3回まで申込ができます。全14試合、1試合150名上限です。
◆申込は、共助会HPにあるユナイテッドFCの専用バナーから申込をします。

6 鹿児島レブナイズ ホームゲーム観戦補助事業
10月～12月実施期間

申込方法について協議中です。分かり次第、HPに掲載します。申込方法

3 芸術鑑賞チケット購入補助企画開始
4月1日現在、全ての芸術演目が決定していないので、演目が分かり次第HP上でお知らせします。実施期間

共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法

あり発　券

鑑賞チケットの約半額を補助、残額を会員負担会員負担額と補助額

尾木直樹 氏▶



8 体験学習活動 観光農園ブドウ狩り
8月1日木～20日火まで実施期間 8月15日木応募締切共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法

あり発　券

場　所

ぶどう1㎏分を共助会が負担いたします。会員負担額と補助額

夏休み、一家族1キロ無料、
全農園合計200組、先着順

［東市来］赤 崎 農 園（日置市東市来町湯田４７３７）
［霧　島］さくら農園（霧島市国分重久６０２９－３）
［肝　属］黒羽子農園（鹿屋市吾平町上名５４４０－２）

7 現職会員向け旅行企画募集
7月21日日～8月31日土まで実施期間 6月30日日応募締切下記参照申込方法

・海外旅行4方面12コース　会員1名当り10,000円補助／全コース合わせて100名（総額100万円）／先着順
・国内旅行2コース　会員1名当り10,000円補助／2コース合わせて100名（総額100万円）／先着順
・九州内バスツアー　一人参加の場合 5,000円、 二人以上（家族での）参加の場合 10,000円（総額50万円）
・県内バスツアー　一人参加 2,500円、 二人参加 5,000円（家族）、 三人参加 7,500円（家族）
　　　　　　　　  四人以上参加 10,000円（家族）　総額50万円 

◆6月1日から共助会HP上にて旅行コースを掲載します。申込みフォームから受付けます。
◆受付後、受付番号を記載したメールを申込み会員に送信します。
◆会員は、各旅行会社の専用電話番号へ電話し受付番号を伝えて申込みを行ってください。
◆旅行代金払込終了後、領収書の写しをFAX 又は郵送して頂ければ、確認後に会員登録口座に補助金を送金いたします。

9 交流イベント「大好き・馬毛島・種子島」
7月28日日実施期間 自由参加となっています。（詳細は、6月頃HPに掲載します。）申込方法

参加費無料会員負担額と補助額

10 体験学習活動 南薩地区平和学習バスツアー
8月3日土実施期間 共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法

参加費無料・先着20名会員負担額と補助額

7月31日水応募締切

11 教育講演会「面白くなければがっこうじゃない」  ［講師］ 善元幸夫 氏
8月23日金実施期間 自由参加となっています。（詳細は、6月頃HPに掲載します。）申込方法

参加費無料会員負担額と補助額

12 ファミリーコンサート（奄美地区）
8月24日土実施期間 自由参加となっています。（詳細は、6月頃HPに掲載します。）申込方法

参加費無料会員負担額と補助額

13 体験学習活動 そば打ち体験
12月に開催予定です。詳細が分かり次第、HPでお知らせします。実施期間 11月中旬応募締切

共助会HP上の申込／往復はがき／共助会窓口申込方法 参加費あり、先着30名会員負担額と補助額

お申し込み方法（共助会HP上の申込、往復はがき、共助会窓口）やその他、注意事項に関しては次ページをご覧ください。

旅行会社／ JTB、阪急交通社、近畿日本ツーリスト 他

西之表市・東町公民館場　所

鹿屋市・リナシティかのや場　所

奄美市・奄美パーク場　所

集合場所等はHPをご覧ください場　所

変更のお知らせ 創立百周年記念式典が2020年1月25日(土)から1月18日(土)に変更になりました。



各イベントの申込み方法
● 各事業、予算と対象人数が決まっています。先着順の受付となります。
● 各事業利用補助券・参加整理券の発行は、受付後、当会の翌々営業日となります。お申込みは余裕をもってお願いいたします。

共助会ホームページからお申込みの場合
　右記記載のアドレスまたはQRコードより、アクセスしてください。（スマートフォンから閲覧も可能です。）
　共助会HP上の百周年記念イベント事業案内のページから、希望のイベントを選んでお申込みください。申込
みフォームに必要事項を入力して頂くと、各イベントの「利用補助券」をメールにて返信いたします。

▶ホームページアドレスはhttp://www.kyojo.jp/ スマホの方は
こちらから！

HP上で、参加したい
イベントを選択、申込み
フォームで申込み

利用補助券を持参し、
利用対象イベントを
お楽しみください。

利用補助券を持参し、
利用対象イベントを
お楽しみください。

共助会事務局で受付後、
メールにて事業利用補助券・
整理券を発券し返信いたします。

往復はがきでお申込みの場合
　往復はがきでも、申込みいただけます。百周年記念イベントパンフレット、共助会だよりから、希望のイベントを選んでお申
し込みください。　※申込み定員に達した場合は、返信用ハガキにてお知らせいたします。

窓口でお申し込みの場合
　窓口でも、申込みいただけます。窓口にてイベント申込用紙に必要事項を記入していただければ、利用補助券を発行いた
します。

往復はがきに、
①希望するイベント
②会員コード（職員番号）
③住所・電話番号
　　　　　　を記入し投函

共助会時事務局で受付後、
イベント参加利用補助券の
証明印を押印後、返送いたします。
返送されたハガキが
利用補助券となります。

お申込み上の注意
１ 申込受付
・ゴールデンウィークを楽しんでいただくために、「映画鑑賞補助」「サッカー観戦」と混雑が予想される「尾木直樹教育講演会」のイベント事業の受付
は、4月15日より開始いたします。
・その他の事業は6月1日以降の受付になります。

２ 補助額の上限
・公平性を図るために、補助額の上限を設けました。旅行企画と芸術スポーツ鑑賞チケット購入補助事業企画の上限は、
　会員一人当たり10,000円となります。

①海外旅行補助1回＝10,000円
②九州内バス旅行補助1回5,000円＋映画鑑賞補助3回3,000円＝8,000円
③海外旅行補助1回10,000円＋映画鑑賞補助1回1,000円＝11,000円　　   ※10,000円を超過している。
④海外旅行補助1回10,000円＋アクセサリー作り＋ブドウ狩り＝10,000円

３ その他　
・体験学習的活動は、複数回の参加もできます。ただし「ブドウ狩り」「アクセサリーつくり」については、それぞれ1回のみの参加となります。
・各イベントの申込みについて、申込みフォーム・往復はがき・窓口で先着順に受付後、当会の翌々営業日までに返信いたします。余裕をもってお願いい
たします。
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　共助会では、創立百周年記念事業のひとつとして、百周年記念誌発行の準備を進めています。1960年代（昭和
40年代）中盤以降の記録・資料は多く残っていますが、それ以前の記録・資料があまり残っていません。もし、会
員で、何かしらの資料や記録を持っていらっしゃれば、共助会に連絡をいただけないでしょうか。記念誌作成のた
めの資料としたいと考えています。よろしくお願いいたします。

会員のみなさんへのお願い

のイベント事業の受付「尾木直樹教育講演会」のイベント事業の受付「尾木直樹教育講演会」のイベント事業の受付

旅行企画と芸術スポーツ鑑賞チケット購入補助事業企画の上限は、


